
§

昭和47年10月15日　（4とさか（製覆鎚易謂）な第195号

嚢拗糠縫懲轄㌻美‘瑠吉夜
前と前見十駄つす目ケも五変現いの目醸糞禁委鼻言蘇齢難窺賃荏遠　私
憲髪議齪識貝講耀欝茎目
究あ霧博髪詔劣創頻姦（⊇轟霧　の
だお聞　　近ていに内けきりく○こ見内
守釜義　　蓼ぢ轟客縷で3享1痕窪ぞ葛箋1

蒜穿　講飴瑛認ず認駕馨暑碍眼

輪ふ舞講荏勧縫私

難雛欝籍私の
批と三　のなない寮しな’　の　記

ての自とけてrにで　　トをじしもん　つも時転言れそ君検も私之しめて’か1才松
劉蝶嚢蓬空蜷患畠し踊え蓼巌
憲会塁さ覧境多讐㌧ミほ千あ奎琴浮3糸沢
すわすた許在クま十車さで意1てで見
客芝議’暑鼠む茎爵肇蜜壕箏を嘉專言健
。なにれえ鏡ン　。のはしい知言らいれ

を遙～も暴漢雰歪菱叢李菟三えぞ毒勇寛一
は言て私よけつ日さク　　ナ振　’りつえ
と　っ今は一なけくんに　　ツりはをてね

釜養誰監鞍蝶甑青録

蹴解響昊え製麓
な会私どのるとて一あ
ぞ欠吉奢讐鷺髪妻筆ぞ
見会二いなす時し　’こ

雛1綴蕪婆蹴縦
藻撃韓麗纒製蟹嘉購
と人れれけ　’とをわんつ事　　　言部　。？り悪
いにばはれ私す落れかもが　　　え読小強本く

　でばま学いをないこし社つと会業わ般活れ忙問も他　　で

撚1搬購擁llll灘
　　　　　　　　　1擁萎1灘螺

　　　　　　　　　てりりしを務い　’習　”うと社ど祭
　　　　　　　　　いおをて持員は農に一生す　’会を　’

需私念警総携護睾嚢欝棚嫡魏ぞ
あ纏髭僻呈憲鎚奴耀ぞ鵯1壱喪
唾建騙1キ献お耳蕊呈闘全霜満貝
俺婦すてなあの　。はヌ　。せもどりい分里見遠

難1糠婁鰹難雛罷
繕稟礪鞍婁麗雛・鰯葺

の意でしだで私け場的じやちあ前コく
意見話か捻他をるにな仲しがりもン働

諺繋蘇嚢羅
てき自　”塁ん不い教　’み炎目仲まの

髭ぞ飴巽勝誘灘魏嬰嘗
　　　　　　　　　　　　　　　　O

鱗鰭幽　　星鋸糠灘砂縄妻灘全鷹享攣盛藷

雄市一三磐ii往1跨爺簗翻轄
岩男灘1来ii鱒垂叢

薬多原ツ　　オも　　い恋い　　　　　　自て

鐸薗今物倉謝呈審　　畿
震滋彪灘播勝薬轟
このば言コ紹薬草りは　。目　　　　　よく

詔鐸静就競翻用瑠
騨諺黙舗醤鴛植羅
禦舞筆簿皐護物鐸

鈴阿大山村村上鈴　　◎　一　｛　　｛

鶯磐叢山箋李蝦難鞭繍
サウ誉イ治隆郎ヤ　　　ロ子井井藤山
　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　＿年　　栄　　悦　　ス貞書…iiiii：§馨iiii§愈　　　子賓子勇ヲ徳
　　　　　　　　令　　　　　　　　　　o　⊆｝　o　含　o　含　　　　　　　　　　…ぎδ言…置ヲくモ　　芋　　　　　　　　　　　　。）））））

叢灘魏覧麗岩耀翻桂

雨　　入用　　繭手
雲　　れの　　は鏡
暗　　物無　　抜の
し　　はき　　け空
稲　　無案　　がが

室誌麟
の藤しの羽蛾ろ江
　田茸風島とこ村
　キが無　　な雲お
　ク　り情海る　　の
　ノ　　　　人人　　　え

　　　　・日熟　真の畠ん

灘難1き
　投　纏叢彙享　←）　這
　稿　隔曝。　　　鞄
　　　　・子天成　　　　　　　　　た
　　　　●

撃難濤蟹糊藁崔蕪穀i鱗強離
llllll購lilll犠1潅講灘l
l磯辮劉琴饗轡ll欝li奮蕪1鰹

・・昭和47年10月15日

9月1日現在

人　口 7，457（一7）

男 3，695（　0）

女 3，762（一ゲ）

世帯数 1，702（　0）

カッコ内は前月との比較

11）第195号（製霰1錫謂）な　か　さ　と

r薯器一一r　　　　　　劉

」一一一一一一一一一一一一一一一一4　　　　0　　盒ノー㌔L盒ノ～L畠　ノ吋　』9ノ吋　。　一皿　一　一1　倉　一・一　’、・直　一　一一墨

田
中
総
理
出
現
を
祝
す

　
村
政
発
展
の
為
村
長
は
就
任
以
来

国
、
県
出
先
機
関
は
勿
論
、
地
元
選

出
代
議
士
等
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関

関
係
者
と
緊
密
な
る
連
繋
の
も
と
に

請
願
陳
情
予
算
獲
得
に
微
力
を
さ
さ

げ
て
奔
走
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
逐
次
村
政

も
発
展
の
方
向
に
向
い
つ
つ
あ
る
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
申
す

　
　
　
　
藤
田

ま
で
も
な
く
村
会
議
員
を
始
め
、
村

民
各
位
の
結
束
し
た
力
に
基
く
も
の

と
感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
本
県

か
ら
総
理
出
現
と
い
う
歴
史
的
な
る

快
挙
が
実
現
し
、
へ
・
後
本
県
の
発
展

も
期
し
て
ま
つ
べ
き
も
の
が
期
待
さ

れ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
村
長
は
幸
い
に
も
村
長
就
任
直
後

よ
り
現
総
理
と
は
面
識
を
頂
き
、
万

村
長

事
指
導
援
助
を
受
け
て
い
る
こ
と
は

こ
の
上
な
き
幸
福
で
あ
り
ま
す
。

　
一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
去
る
十
月

卜
一
日
に
も
首
相
私
邸
に
お
い
て
、

高
田
松
之
山
六
日
町
線
の
道
路
整
備

並
び
に
国
道
昇
格
問
．
題
や
、
十
二
峠

開
馨
間
題
に
つ
き
陳
情
懇
談
致
し
ま

し
た
結
果
、
前
途
に
明
る
い
曙
光
を

見
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を

村
民
の
皆
様
に
お
伝
え
申
し
上
げ
ま

し
て
お
喜
び
頂
き
ま
す
と
共
に
、
本

県
に
総
理
出
現
を
祝
福
致
し
ま
す
。

（
写
真
は
田
中
総
理
と
懇
談
中
の
藤

田
村
畏
）
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第
五
回
臨
時
村
議
会
開
く

　
　
　
　
　
村
営
住
宅
条
例
制
定
ほ
か

　
去
る
九
月
二
十
．
五
日
午
前
九
時
よ

り
役
場
議
場
に
お
い
て
、
第
五
回
臨

時
村
議
会
が
開
か
れ
、
中
里
村
営
住

宅
条
例
制
｛
．
疋
及
び
工
事
請
負
契
約
．
五

件
並
び
に
昭
和
四
十
七
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
慎

重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
い
づ
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
る
も
の
は
、
歳

入
に
お
い
て
、
村
税
五
百
三
十
二
万

四
千
円
、
地
方
交
付
税
一
千
二
百
六

十
万
五
千
円
、
国
県
支
出
金
三
百
九

十
八
万
八
干
円
等
併
せ
て
二
千
三
百

四
万
七
千
円
で
、
歳
出
に
お
い
て
は

総
務
費
百
五
十
四
万
二
千
円
、
農
林

水
産
業
費
三
百
四
十
九
万
円
、
土
木

費
一
千
四
百
二
十
四
万
七
千
円
、
消

防
費
百
二
十
．
五
万
円
な
ど
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
本
年
度
の

普
通
地
方
交
付
税
が
、
決
定
し
た
こ

と
、
公
共
事
業
の
補
助
額
が
ほ
、
、
・
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
又
降
雪
期
を

ひ
か
え
、
建
設
事
業
が
大
詰
め
に
来

た
こ
と
等
に
よ
り
、
事
業
費
そ
の
他

を
整
理
し
て
事
業
の
推
進
を
図
を
必

要
が
あ
る
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

中
里
村
保
育
所
職
員
募
集

中
里
村
認
可
保
育
所
設
置
に
伴
い

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
採
用
職
員

を
次
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
募
集
人
員
及
び
職
種

保
母
　
三
名

調
理
士
　
一
名

二
、
資
格

　
保
母
ー
有
資
格
者
（
在
学
中
で
有

　
　
　
　
資
格
見
込
者
含
む
）

　
調
理
士
⊥
性
別
不
問
、
有
資
格
者

　
　
　
　
　
四
十
歳
ま
で
の
人

　
　
　
（
四
十
八
・
四
・
一
現
）

三
、
試
験

・
面
接
試
験
　
昭
和
四
十
七
年
十
一

“
季
節
の
か
お
〃

　
　
里
の
秋

ま
わ
り
の
山
も
あ
か
み
を
お
び
て

土
手
の
ス
ス
キ
が
風
に
ゆ
ら
ぎ

　
真
紅
に
咲
い
た
サ
ル
ビ
ア

枝
も
折
れ
ん
ば
か
り
の

　
　
　
　
カ
キ
の
実
も

赤
カ
ブ
の
よ
う
な
豆
リ
ン
ゴ
も

　
　
秋
な
ら
で
は
の
も
の

稲
刈
り
も
一
段
落

　
　
久
、
仕
度
の

　
　
　
始
ま
る
前
の
ひ
と
と
き

　
つ
れ
だ
っ
て
温
泉
へ
行
く
老
農
婦

月
、
中
・
下
旬
予
定

場
所
中
里
村
役
場

四
、
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
日
～
昭

和
四
十
七
年
十
一
月
十
日
ま
で
。
申

大
き
な
ナ
ベ
に
ネ
ギ
し
ょ
っ
て

　
茸
刈
り
に
行
く
若
者
達

刈
り
入
れ
の
終
わ
っ
た

　
　
　
　
　
田
ん
ぼ
の
中
で

　
豆
の
枝
で
作
っ
て
遊
ん
だ

　
　
カ
ゴ
に
テ
、
ゴ

　
　
　
ゲ
ン
コ
ツ
に
ウ
マ
の
ク
ラ

そ
ん
な
遊
び
を

　
　
　
今
の
子
ど
も
は
し
ら
な
い

遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

　
リ
ン
ゴ
屋
の
ス
ピ
：
カ
ー

　
そ
こ
に
む
ら
が
る
小
児
た
ち

そ
ん
な
む
か
し
が
な
つ
か
し
い

込
用
紙
は
中
里
村
総
務
課
で
交
付
い

た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
中
単

村
役
場
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
試
験
日
は
応
募
者
に
連
絡
し

ま
す
。
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青
色
申
告
の
お
す
す
め

　
冴
色
申
告
制
度
は
、
昭
和
．
一
ト
、
κ

年
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
淳
色
申

告
は
税
金
の
面
で
有
利
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
経
営
の
内
容
や
資
金
の
状
況

な
ど
が
よ
く
わ
か
り
、
経
営
の
合
理

化
に
も
役
に
立
つ
こ
と
が
一
般
に
知

ら
れ
青
色
申
告
を
す
る
人
は
非
常
に

ふ
え
て
い
ま
す
。
　
（
全
国
で
百
九
十

↓
、
万
人
）
そ
こ
で
、
ま
だ
青
色
申
告

を
し
て
い
な
い
人
に
も
こ
の
有
利
な

制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

特
典
や
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
ょ
・
つ
。

一
、
青
色
申
告
控
除

　
皆
色
申
告
を
し
て
い
る
人
に
つ
い

て
、
年
間
十
万
円
が
特
別
控
除
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
本
年
度
新
し
く
設
け

ら
れ
た
控
除
で
、
青
色
申
告
を
し
て

い
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
受
け
ら
れ
る

も
の
で
す
。

．
、
、
青
色
専
従
者
給
与

　
青
色
申
告
者
と
生
計
を
一
緒
に
し

て
い
る
家
族
で
、
も
っ
ぱ
ら
事
業
に

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
最
近
主
婦
の
方
も
企
業
の
求
め
に

応
じ
て
働
く
方
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
E
婦
が
パ
ー
ト
で
働
い
た
と

き
の
収
人
と
所
得
税
の
関
係
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
主
婦
の
パ
：
ト
に
よ
る
所
得
（
収

人
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
も

の
）
が
一
定
額
以
上
の
と
き
は
、
そ

の
所
得
金
額
か
ら
配
偶
者
控
除
を
準

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

そ
の
分
だ
け
夫
の
所
得
税
が
多
く
な

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
配
偶
者
控
除

が
受
け
ら
れ
る
所
得
の
限
度
は
パ
ー

ト
な
ど
の
所
得
の
場
合
、
年
問
卜
．
κ

万
円
で
す
。

　
パ
ー
ト
収
入
は
ふ
つ
う
給
与
所
得

と
な
り
ま
す
か
ら
、
収
入
か
ら
給
与

所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
も
の
が
所

得
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
所
得
十

五
万
円
は
年
間
収
入
で
三
十
一
万
八

千
円
に
相
当
し
ま
す
の
で
、
パ
ー
ト

の
収
人
が
こ
れ
よ
り
少
な
い
と
き
は

配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
ケ
月
の
収

人
が
平
均
し
て
．
一
。
乃
六
毛
五
百
円
よ

り
少
な
い
と
き
は
、
税
金
の
心
配
は

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
い
か
え

る
と
、
E
婦
の
パ
ー
ト
収
人
が
年
間

一
．
一
十
一
万
八
干
円
以
L
に
な
る
と
、

夫
の
所
得
税
の
計
算
の
と
き
に
配
偶

者
控
除
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
収
人
が
も
っ
と
多

く
な
り
、
年
問
．
r
八
．
々
、
千
円
以

ヒ
に
な
る
と
給
与
所
得
控
除
を
差
し

引
い
た
残
り
が
基
礎
控
除
で
あ
る
二

十
万
円
を
こ
え
ま
す
の
で
k
婦
自
身

従
事
し
て
い
る
人
（
青
色
事
業
専
従

者
と
い
う
）
に
支
払
っ
た
給
与
は
必

要
経
費
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
の
額
は
あ
ら
か
じ
め

税
務
署
に
届
け
出
た
金
額
の
範
囲
内

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
、
貸
倒
引
当
金

　
売
掛
金
や
貸
付
金
な
ど
の
貸
倒
れ

に
ょ
る
損
失
に
備
え
て
、
年
末
の
売

掛金や

貸
付
金
の
合
計
額
の
五
・
五

パ
；
セ
ン
ト
（
金
融
業
の
場
合
は
一
、
一

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
ま
で
の
金
額
を

貸
倒
引
当
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
繰
入
額
は
必
要
経
費

に
な
り
ま
す
。

四
、
価
格
変
動
準
備
金

　
商
品
や
製
品
の
値
下
が
り
に
よ
る

損
失
に
備
え
て
、
通
常
年
末
た
な
卸

が
独
立
し
て
納
税
者
と
な
り
、
所
得

税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
ト
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と

主
婦
の

一
、
パ
ー
ト
収
人
が
年
閲
、
一
卜
一
万

八
千
円
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
配
偶

者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。

．
、
、
パ
ー
ト
収
人
が
年
閥
．
．
．
卜
．
．
万

八
看
円
以
ヒ
で
．
、
卜
八
万
；
卜
円
よ

り
少
な
い
と
き
は
、
配
偶
者
控
除
は

受
け
ら
れ
な
い
が
、
パ
ー
ト
収
人
に

は
所
得
税
は
か
か
ら
な
い
。

．
．
一
、
パ
ー
ト
収
人
が
年
問
、
．
卜
八
．
万

一
、
千
円
以
L
の
と
き
は
、
配
偶
者
控

除
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん

パ
：
ト
収
人
に
対
し
て
も
所
得
税
が

か
か
る
。

　
　
　
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
金
額
を

価
格
変
動
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て

た
場
合
に
は
、
そ
の
積
立
額
は
必
要

経
費
に
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
、
こ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。
手
続
に
つ
い
て
は

そ
の
年
の
三
月
十
五
日
（
そ
の
年
の

二
月
十
六
日
以
後
に
開
業
し
た
人
は

開
業
の
日
か
ら
一
か
月
以
内
）
ま
で

に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
税

務
署
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
申
告
書
の
用
紙
は
税

務
署
に
あ
り
ま
す
。
青
色
申
告
を
す

る
た
め
に
は
、
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
こ
の
つ
け
か
た
や

決
算
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
と
き
に
は
、
気
軽
に
税
務
署

で
相
談
し
て
く
．
こ
さ
、
。

　
　
　
　
　
　
新
潟
総
合
高
等
職

校
業
訓
縷
で
は
昭
和

練
四
＋
八
年
四
月
入
校

訓
集
の
生
徒
を
次
に
よ
り

讐
難
撒

等
生
卒
業
嚢
能
照
査
試

舘
練
欝
舞

総
訓
の
資
格
が
与
え
ら
れ

潟
　
ま
す
．

新
黙
勝
敷
籔

者
と
し
て
自
分
の
能
力
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
、
そ
の
実
力
は
業
界
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

↓
、
募
集
職
種
及
び
人
員

　
鋳
造
科
　
　
　
　
　
　
二
〇
名

　
ま
た
、
青
色
申
告
会
、
商
工
会
議
　
帳
簿
の
つ
け
か
た
な
ど
指
導
し
て
い

所
、
商
工
会
、
税
理
士
会
な
ど
で
も
　
ま
す
。

勤
労
者
住
宅
資
金

　
　
　
　
　
　
　
貸
付
限
度
額
を
百
万
円
に

　
県
は
、
現
在
勤
労
者
住
宅
資
金
の

貸
付
け
を
次
に
よ
り
行
な
っ
て
い
ま

す
。一

、
貸
付
対
象
者

　
県
内
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
勤

労
者
で
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者

が
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築

　
改
築
・
増
築
ま
た
は
購
入
し
よ
う

　
と
す
る
も
の
。

○
住
宅
事
情
の
困
窮
度
合
が
高
い
も

　
の
（
老
朽
・
立
退
要
求
・
過
密
居

　
住
世
帯
分
離
・
非
住
家
の
い
ず
れ

　
機
械
科
（
機
械
専
攻
）
三
〇
名

　
機
械
科
（
仕
上
専
攻
）
二
五
名

溶
接
科

電
気
機
器
科

木
工
科

機
械
製
図
科

一
、
申
込
期
間

昭
和
四
＋
七
毎
十

一
月
末
日
、

月
一
一
〇
名

三
〇
名

二
五
名

二
五
名

コ
』
～
［
ー

　
　
　
　
学
校
ま
た
は
も
よ
り
の

職
業
安
定
所
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い

　
な
お
、
申
し
込
み
手
続
き
等
詳
細

は
も
よ
り
の
職
業
安
定
所
か
、
左
記

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
市
住
吉
一
、
丁
一
－
一

　
新
潟
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

　
電
話
　
長
岡
三
↓
下
土
四
二
〇

　
か
に
該
当
す
る
こ
と
）

○
年
間
所
得
額
（
家
族
収
入
を
含
む

）
が
、
お
お
む
ね
八
十
万
円
以
上

　
二
百
万
円
ま
で
の
も
の

○
他
に
住
宅
資
金
の
調
達
が
困
難
で

　
こ
の
資
金
の
借
り
入
れ
が
必
要
で

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

二
、
貸
付
条
件

○
貸
付
金
額

　
三
十
万
円
以
上
百
万
円
ま
で
の
十

　
万
円
き
ざ
み
の
額

○
利
率

　
年
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

○
償
還
方
法

　
十
年
以
内
の
元
金
均
等
月
賦
償
還

○
そ
の
他

　
融
資
取
扱
金
融
機
関
の
定
め
る
と

　
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

三
、
取
扱
要
領

○
申
込
受
付
期
間

　
昭
和
四
卜
七
年
干
二
月
十
五
日
ま

　
で・

申
込
受
付
期
間
内
に
融
資
取
扱
金

融
機
関
に
借
入
申
込
書
を
お
出
し

く
だ
さ
い
。

・
融
資
資
金
の
枠
を
超
え
た
場
合
は

期
間
内
で
あ
っ
て
も
打
ち
切
り
ま

す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
圭
目
類

借
入
申
込
書
は
融
資
取
扱
金
融
機

関
・
県
労
政
課
・
労
政
事
務
所
（

支
所
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
融
資
取
扱
金
融
機
関
で
、
必
要

　
に
応
じ
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
資
金
の
貸
出

　
借
入
申
込
書
を
受
理
し
た
も
の
に

　
つ
い
て
は
、
審
査
の
う
え
、
貸
付

　
け
を
決
定
し
、
借
人
希
望
時
期
に

　
応
じ
て
資
金
の
全
額
を
貸
し
出
し

　
ま
す
。
貸
付
け
の
決
定
は
、
申
込

　
書
を
受
理
し
た
翌
月
の
上
旬
に
通

知
し
ま
す
。

○
融
資
取
扱
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
・
北
越
銀
行
・
新
潟
相

　
互
銀
行
・
大
光
相
互
銀
行
の
本
．

支
店
で
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
融
資
取
扱
金

融
機
関
・
県
労
政
課
・
労
政
事
務
所

（
支
所
）
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

“
出
稼
ぎ
前
に
免
許
更
新
を
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
警
察
署

　
運
転
免
許
証
の
期
限
が
出
稼
中
に

切
れ
て
し
ま
う
方
は
出
稼
に
行
く
一

ケ
月
前
頃
か
ら
更
新
手
続
を
受
理
い

た
し
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
写
真
二
枚
、

収
入
証
紙
七
百
円
（
第
四
ま
た
は
北

越
銀
行
）
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
警

察
署
窓
口
に
お
い
で
下
さ
い
。

　
な
お
、
更
新
時
講
習
会
は
毎
週
水

曜
日
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

昭和47年10月15日とさか（鍵綴f錫鶉）な3〉第195号

年
賀
ノ、

ガ
キ
の
発
売
は

十
一

日
山
ハ
日

ノハ　ら

十十

円円
〉

の
一
一
種
類
で
す
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